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・このたびは、当社製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。

・この取付説明書に示した表示記号の内容は、製品を安全に正しく施工していただき、施主様等の危害や損害を未然に
　防止するためのものです。
　表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容（指示）にしたがってください。

SC レギュラー　異形対応 取付説明書

・説明の内容で知っておくと便利なことを示しています。

・取付手順で、特に注意して作業をしていただきたいことを示しています。
・守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生するおそれのある
内容を示しています。

・取付説明の内容全体（個々の説明枠）にかかる注意事項を示しています。
・取付説明の内容に制限がある場合の条件を示しています。※

補 足

※製品破損、倒壊による人への危害・物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。

・取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害のおそれがある
内容を示しています。

注意

お願い

この取付説明書では、次のような記号を使用しています。

D644_201709A

・施工は必ず専門の工事業者の方が行ってください。

 ･施工場所に寸法的に正しく納まるか確認してください。
 ･給湯器や暖房機などの熱排気が製品内（屋根・パネルなどで囲んだ内部）にこもるような場所に施工しないでください。 

排気による中毒や塗装劣化・剥離（はくり）のおそれがあります。
 ･正しく施工、組付けをするために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。
 ･製品の施工については、必ず取付説明書にしたがってください。
 ･梱包明細表で必要な部材、部品が揃っているか確認してください。

お願い

<施工の前に>

 ･
 ･製品の施工には、危険を伴う場合がありますので、必ず専門の工事業者による施工をお願いします。
 ･日よけ・雨よけ以外の目的に本製品を使用しないでください。物置・遊び場あるいは住居の一部等への転用を目的に、みだりに
改造・変更をしないでください。
 ･設置場所の確認をしてください。
※施工場所の気象条件（風、雪など）に合った製品かどうか確認してください。
※建物の屋根からの雪の落下を直接受けない位置かどうか確認してください。
※強風地域、特に崖上、屋上、風の通り道上などの施工は避けてください。
 ･傾斜地に設置する場合は、低い場所の埋込み深さを確保してください。
 ･崖縁などの高低差がある場所には設置しないでください。また、片流れタイプの場合、風当たりの強い場所では、風にあおられない
向きに取付けてください。
 ･一つの現場で同時に異なるサイズを施工する場合は、本来の製品性能を保持するために、部材を間違えないように確認をして
から施工を行なってください。

注意

－ 1 －



 ･
 ･アルミ製品が亜鉛、ステンレス以外の金属と接触する場合は、絶縁処理をしてください。
 ･製品の改造や、指定箇所以外の穴加工はしないでください。
 ･水濡れのおそれがありますので、指定の箇所にシーリングをしてください。

  ･製品の強度低下、またはケガの原因になりますので、ボルト、ネジは当社純正品の規定本数を使い、下記の推奨締付けトルクで固定
した後にゆるみがないか確認してください。

※φ4ネジ  ：2.0N･m±0.2N･m     ※φ5ネジ   ：3.0N･m±0.2N･m 
※M6ボルト：7.5N･m±0.2N･m     ※M8ボルト：10.0N･m±0.2N･m

注意

・取扱説明書は施主様にお渡しください。

お願い

 ･モルタルやコンクリート等が製品の表面に付着した場合は、速やかに拭取ってください。 
シミやムラ等の外観不良の原因になります。

お願い

 
　※作業服および保護具（保護帽、安全帯、眼、手、足の保護具）を正しく使用してください。
　※作業場所の整理整頓を行なうとともに、安全確保を行なってください。
　　特に高所作業での安全確保、倒壊防止、照明による照度の確保など。
　※器具、工具、保護具などの機能を確認し、使用してください。
　※ 作業は、相互の作業と各作業工程を考慮して進めてください。免許、技能講習、特別教育が必要な作業は、有資格者が 
行なってください。

　※作業者が相互に安全確認を行なってください。健康状態を十分に確認し、健康管理を実施してください。
　※万が一、事故が発生した際には、直ちに手当を行ない、救助を第一に心がけてください。

お願い

<基礎工事について>

<施工上のご注意>

<施工の後に>

 ･
 ･基礎部の埋込み深さは製品ごとに決めていますが、現場によって（堅牢な地盤、軟弱な地盤など）基礎部のコンクリートの量（体積）
を十分配慮してください。
 ･寒冷地で凍上するおそれのある地域で使用する場合は、凍上線の下まで基礎を設けてください。強度低下の原因になります。
 ･柱内の水抜きができるよう、基礎には必ず砕石を敷き、柱と基礎の付け根部に水抜き穴（φ6）をあけてください。 
柱内の水が凍結膨張し、柱が破損するおそれがあります。
 ･モルタルやコンクリートには、塩分を含む砂(海砂)および塩素系や強アルカリのコンクリート用混和材(凍結防止剤、凝固促進剤、 
急結剤等)は使用しないでください。 
使用するとアルミ等の金属が腐食する原因になります。必要な場合は非塩素系や非アルカリ系の混和剤をご使用ください。
 ･建築基準法による設置の場合は、設置場所･現地地耐力度･設置条件によって基礎サイズが異るため、確認して施工してください。

注意

 ･
 ･ボルト、ネジを増し締めしてください。緩み止め付きボルトは、硬化前に増し締めしてください。

注意

D644_201709A

・形材を切断する際は、形材の向きを考慮してください。
・形材を切断する際は、当て木（角材）を使用し、安定する
状態で行なってください。
・角度計やノギスを使用する場合は、安定する場所にあてが
いけがいてください。

・施工工事にあたっては、安全に施工を行なってください。

・製品についた汚れは取除き、誤ってキズをつけた場合は、補修塗料で補修してください。

屋根材

角度計
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梱包明細表
基本の確認事項
 ■ 異形内容の確認
 ■ 施工の流れ
 ■ 施工制限（共通）
 ■ 基礎位置の墨出し
 ■ 施工するカーポートの確認
 ■ 基礎位置の確認
側面台形
 ■ 各部の名称
 ■ 施工制限（共通）
 ■ 加工角度確認
 ■ 部材の加工（前枠側切詰め）
  □ 全体配置確認
  □ 前枠・前枠カバーの加工
  □ 屋根材の加工
 ■ 側枠の加工（前枠側切詰め）
 ■ 部材の加工（後枠側切詰め）
  □ 全体配置確認
  □ 前枠の加工
  □ 屋根材の加工
  □ 後枠の加工
 ■ 側枠の加工（後枠側切詰め）

4

4

　表示マーク

　梱包明細表
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【１】異形用側枠セット
員数名称 略図

異形用側枠 1

【2】異形対応部品セット
員数

名称 略図

【2-1】φ4×13ナベドリルネジ
止水ワッシャー付

後枠固定金具

パッキン

取付説明書

1

1

1

5

※施工の前に梱包明細表で必要な部材、部品が揃っているか確認してください。

前枠側隅切りを
施工の場合

前枠側隅切り

後枠側隅切りを
施工の場合

本文中参照先を
示しています。

後枠側隅切り

シーリング箇所

1

2

2
3

3

5

4

4

本体取付説明書を併せて参照してください。

「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本縦連棟 取付説明書（D643）」P.xx
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基本の確認事項

D644_201709A

施工状況により加工内容が変わります。

側面台形（前枠側切詰め） 側面台形（後枠側切詰め）

隅切り加工（前枠側切詰め） 隅切り加工（後枠側切詰め）

■ 異形内容の確認

■ 施工の流れ
1 基礎位置の墨出し 2 加工角度確認

4 側枠の取付けとシーリング側枠の加工 5 本体取説を参照

完成

3 部材の加工 本体取説を参照

・加工説明は、下記ページを参照してください。

・柱・梁・屋根材等を
　組み上げます。

・縦樋、その他の部材を
　取付けます。

側面台形

隅切り加工

お願い

P.12～P.16 前枠側切詰め については、
P.12～P.16を確認してください。

P.17～P.22 後枠側切詰め については、
P.17～P.22を確認してください。

P.26～P.31 前枠側切詰め については、
P.26～P.31を確認してください。

P.9～P.11 共通項目 については、
P.9～P.11を確認してください。

P.23～P.25 共通項目 については、
P.23～P.25を確認してください。

P.32～P.37 後枠側切詰め については、
P.32～P.37を確認してください。

側枠の取付け

切詰め完了後は側枠の取付け
を行います。
P.38を確認してください。

P.38

シーリング

側枠取付け後はシーリングを
行います。
P.38を確認してください。

P.38
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■ 施工制限（共通）

施工A 施工B

下記の内容を確認の上、必ずお守りください。
P10（側面台形）、P24（隅切り）にも加工内容の制限が記載されています。

1.　加工面と境界に　　　　の違いができます。　　　　　　　　　　　
2.　施工Aの場合は『境界角度＝加工角度』にはなりません。

表１ D寸法最大値

※梁側面から屋根端面までの距離が200mm以下は不可となります。
　柱移動をした場合、上記寸法も変わります。

お願い

D 785 935 535 685

W24/27/30 W33
L50 L57 L50 L57

柱位置・屋根外寸の確認は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」を
参照してください。

●前枠・後枠の斜め加工 ●後枠・前枠の切詰め寸法Dの最大値を超えて
　加工はできません。

●本カーポートの部材形状・品質上の理由により境界線との兼ね合いは以下の状態となります。

前枠または後枠 前枠または後枠

前枠または
後枠

前枠または
後枠

D

θ

前枠または後枠 前枠または後枠

前枠または
後枠

前枠または
後枠

境界境界
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柱

①表2を参照してL1、L3、WおよびW1を図に記入してください。
②柱位置を墨出しして、上図に境界・障害物等を記入してください。
③境界・障害物等を避けるための屋根加工寸法を記入してください。

柱位置・屋根外寸の確認は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」を
参照してください。

1
9
3

W（
　
　
　
　
）

W
1（
　
　
　
　
）

L3（　　　　）

L1（　　　　）

L3（　　　　）

P.7、8 記入参考例 については、
P.7、8を確認してください。

L1 L3 W W1
5000

5000

5000

5000

5700

5700

5700

5700

W24 - L50
W27 - L50
W30 - L50
W33 - L50
W24 - L57
W27 - L57
W30 - L57
W33 - L57

1050

1050

1050

800

1200

1200

1200

950

2427

2725

3022

3320

2427

2725

3022

3320

2234

2532

2829

3127

2234

2532

2829

3127

後枠

前枠

■ 施工するカーポートの確認

梁

柱

梁

屋根材

表2

前枠側

1 基礎位置の墨出し

後枠側
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L3とDの関係から敷地に納まるよう基礎位置を墨出ししてください。
※Dは制限があるので表1を参照してください。

D644_201709A

『側面台形 - 前枠側切詰め』にする場合

『側面台形 - 後枠側切詰め』にする場合

柱位置・屋根外寸の確認は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」を
参照してください。

3
4
7

W

D

θ

1
4
5

L1
L3

境界

■ 基礎位置の確認

制限事項
D寸法が表1の数値以下。

P.12～P.22 加工 については、
P.12～P.22を確認してください。

・前枠・後枠は切詰め寸法Dの最大値を超えて加工はできません。
・柱移動をした場合、移動した長さを差し引きした寸法になります。

表1

D 785 935 535 685

W24/27/30 W33
L50 L57 L50 L57

1
9
3

W

L1

L3 L3

D

θ

柱芯

柱芯

1
4
5

1
5
4

境界

制限事項
D寸法が表1の数値以下。

－ 7 －
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柱芯

C

W

1
4
5

L1

L3 L3

D

境界

制限事項
D寸法が表1の数値以下。

境界

柱芯

L3

W

D

C
1
9
3

L3

L1

1
5
4

制限事項
D寸法が表1の数値以下。

L3とD・Cの関係から敷地に納まるよう基礎位置を墨出ししてください。
※Dは制限があるので表1を参照してください。

『隅切り加工 - 前枠側切詰め』にする場合

『隅切り加工 - 後枠側切詰め』にする場合

柱位置・屋根外寸の確認は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」を
参照してください。

P.26～P.37 加工 については、
P.26～P.37を確認してください。

・前枠・後枠は切詰め寸法Dの最大値を超えて加工はできません。
・柱移動をした場合、移動した長さを差し引きした寸法になります。

表1

D 785 935 535 685

W24/27/30 W33
L50 L57 L50 L57

θ

θ

－ 8 －
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■ 各部の名称

後枠側切詰め
後枠台形

前枠側切詰め
前枠台形

前枠コーナー
キャップ

前枠カバー

前枠

梁キャップ

梁

後枠

柱キャップ

柱

後枠コーナー
キャップ

後枠

柱キャップ

柱

前枠コーナー
キャップ

前枠カバー

前枠

梁キャップ

梁

前枠用側枠
※1

※１：側枠セットの側枠を加工
※２：異形用側枠セットの側枠を加工

※１：側枠セットの側枠を加工
※２：異形用側枠セットの側枠を加工

後枠コーナー
キャップ

中間用側枠
※2

後枠用側枠
※1

前枠用側枠
※1

中間用側枠
※2

後枠用側枠
※1

後枠固定金具

後枠固定金具

側面台形
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柱位置・屋根外寸の確認は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」を
参照してください。

側面台形は、前枠または後枠を切詰めて屋根材を斜めにすべて加工します。
下記の施工制限内容をお守りください。

お願い

■ 施工制限（共通）

切詰め寸法Dの最大値

※前枠・後枠は切詰め寸法Dの最大値を超えて加工できません。
　柱移動をした場合、移動した長さを差し引きした寸法になります。

D 785 935 535 685

W24/27/30 W33
L50 L57 L50 L57

加工角度θの最大値

※加工角度θの最大値を超えて加工はできません。

θ

θ

D

D後枠

前枠側切詰め

柱

前枠

前枠カバー

L50 L57
W24 W27 W30 W33 W24 W27 W30 W33

角度θ 22° 19° 17° 10° 25° 22° 20° 13°

後枠側切詰め

前枠用 側枠

中間用 側枠
（異形用）

後枠用 側枠

－ 10 －
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①P.6、7で求めた切詰め寸法：Dを使って、参照値：Pを計算してください。（小数点以下第4位まで）

②参照値Pより大きい値を表3に当てはめ、加工角度θを求めてください。

カーポートサイズごとの固定数値：Eと、切詰め寸法：Dで加工角度θを求めます。
参照値：Pを計算して加工角度を求めてください。

参照値：Pを求めるための計算方法

÷ ＝

切詰め寸法：D 参照値：P

1

2

3

4

5

0.0175

0.0349

0.0524

0.0699

0.0875

参照値
P

加工角度
θ

6

7

8

9

10

0.1051

0.1228

0.1405

0.1584

0.1763

参照値
P

加工角度
θ

11

12

13

14

15

0.1944

0.2126

0.2309

0.2493

0.2679

参照値
P

加工角度
θ

16

17

18

19

20

0.2867

0.3057

0.3249

0.3443

0.3640

参照値
P

加工角度
θ

21

22

23

24

25

0.3839

0.4040

0.4245

0.4452

0.4663

参照値
P

加工角度
θ

加工角度θ ＝ 12°

÷ ＝
切詰め寸法：D 参照値：P

1944.8 0.2057400

固定数値：E

W24サイズの屋根の前枠を400mm切詰めた場合の加工角度θの求め方

参照値
「0.2057」
に近い値

例

11

12

13

0.1944

0.2126

0.2309

参照値
P

加工角度
θ

※参照値に近い値の中でも大きいほうの値を選択してください。

W24
W27
W30
W33

1944.8
2244

2543.2
2842.4

固定数値：E

2 加工角度確認

表３ 加工角度表
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［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

・前枠側切詰めを施工の場合は【前枠カバー】【前枠】【屋根材】【側枠】【側枠（異形用）】の加工が必要です。
・[左側切詰め][右側切詰め]があります。部材の配置と形材の切断する向きを確認し、加工してください。

お願い

後枠後枠用 側枠 P.15

前枠

屋根材 P.13

梁

柱

中間用 側枠（異形用） P.16

前枠用 側枠
P.15

前枠カバー

①P.6、7で確認した切詰め寸法Dで、前枠・前枠カバーを切断し、穴加工をしてください。

D

1
5

1
5

右
側
切
詰
め

左
側
切
詰
め

D

30

切詰め寸法：D

切詰め寸法：D

47.5 47.5

47.5

φ3.5穴加工
（追加）

φ3.5穴加工
（追加）

V溝 V溝

切詰め寸法：D

φ4.5穴加工
（追加）

φ4.5穴加工
（追加） 47.5

切詰め寸法：D

●前枠

●前枠カバー

　 全体配置確認

　 前枠・前枠カバーの加工

3 部材の加工 （前枠側切詰め）

後枠側

前枠側

後枠側

前枠側

部材加工完了後は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」の
P.24「後枠の取付け」以降を参照してください。前枠台形

【前枠側面台形】の
場合の作業です。

後枠側

前枠側

－ 12 －



・前枠側切詰めの場合、後枠側を屋根材1枚目として加工説明します。
・［左側切詰め］［右側切詰め］があります。部材の配置と形材の切断を
する向きを確認し、加工してください。

お願い

D644_201709A

柱位置・屋根外寸の確認は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」を
参照してください。

　 屋根材の加工

　屋根材の加工手順
　（1）P.14の【表４ 屋根材加工表】を参照し、P.11で求めた加工角度θに対応した「寸法A」「寸法B」を確認してください。

　（2）屋根材にケガキを入れてください。

屋根材1枚目
屋根材2枚目
屋根材3枚目
屋根材4枚目

・
・
・
・

屋根材1枚目
屋根材2枚目
屋根材3枚目
屋根材4枚目

・
・
・
・

屋根材1枚目

屋根材2枚目

屋根材ｎ枚目

加工寸法：A

次ページの
表4を参照
して下さい。

この値は屋根の枚数と対応します。
例）屋根材5枚目　B×4+A×5

B×（2-1）+A×2 B×（2-1）+A×2

θ

θ

θ

B×（ｎ-1）+A×ｎ B×（ｎ-1）+A×ｎ

加工寸法：A

θ

θ

θ

後枠側

前枠側

θ

後枠側

前枠側

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

θ

°
加工角度θ

寸法A

寸法B

（3）屋根材を斜めに切断加工してください。
（4）斜め加工した屋根材フィン部の切欠き加工をしてください。

25
mm

4mm

切欠き加工
屋根材
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加工角度20°で側面台形の屋根材を加工する場合例

加工角度
寸法A

20°
53.5

0.5寸法B

表４ 屋根材加工表

加工角度
寸法A

２°
５

０

３°
７．５

０

１°
２．５

０寸法B

５°
13

０

６°
15.5

０

４°
10.5

０

８°
20.5

0.5

９°
23.5

0.5

７°
18

０

１０°
26

0.5

加工角度
寸法A

１２°
31.５
０.5

１３°
３４
０.5

１１°
２８．５
０.5寸法B

１５°
３９．５
０.5

１６°
４２．５
０.5

１４°
３７
０.5

１８°
４８
0.5

１９°
５１
0.5

１７°
４５
０.5

２０°
５３．５
0.5

加工角度
寸法A

2２°
59.５

1

2３°
62.5

1

2１°
56．５

1寸法B

2５°
69

1

2４°
65.5

1

屋根材2枚目

屋根材3枚目

屋根材1枚目

20°

20°

0.5×（2-1）+53.5×2＝107.5

20°

A:53.5

0.5×（3-1）+53.5×3＝161.5
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●後枠用 側枠の加工
①側枠セットの側枠（後枠側）を、側面部150ｍｍと角度θ/2で切断加工してください。
②図を参照し、端部から135ｍｍの位置にφ4.5穴加工をしてください。

●前枠用 側枠の加工
①側枠セットの側枠（前枠側）を側面部140ｍｍと角度θ/2で切断加工してください。
②図を参照し端部から125ｍｍの位置にφ4.5穴加工をしてください。

中間用 側枠
（異形用側枠セット）

後枠用 側枠
（側枠セット）

前枠用 側枠
（側枠セット）

135

150

140

125

θ/2

θ/2

後枠側

前枠側

中間用 側枠
（異形用側枠セット）

後枠用 側枠
（側枠セット）

前枠用 側枠
（側枠セット）

後枠側

前枠側

4 側枠の加工 （前枠側切詰め）

切断加工 切断加工

φ4.5穴加工既存穴

V溝

135

150

θ/2

φ4.5穴加工 既存穴

V溝

φ4.5穴加工 既存穴 既存穴

140

θ/2

φ4.5穴加工

125            

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

切断加工 切断加工

側枠取付後は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」の
P.31～P.33を参照してください。前枠台形

【前枠側面台形】の
場合の作業です。
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①異形用側枠セットの側枠を、表５を参照して寸法Eと角度θ/2で切断加工してください。
②図を参照し両端部から30ｍｍの位置にφ4.5の穴加工をしてください。
③下記図を参照して屋根材2枚につき1個ネジ固定するピッチでφ4.5の穴加工をしてください。
④パッキンを異形用側枠に貼り付けてください。

●中間用 側枠の加工

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

パッキン

パッキン貼付け面

異形用側枠

③穴加工取付けネジ端部穴加工取付けネジ

後枠 前枠屋根材

端部穴加工取付けネジ

屋根材2枚につき1個ネジ固定できるよう
現物合わせで穴加工してください。

切詰め完了後は側枠の取付け
を行います。
P.38を確認してください。

側枠の取付け

P.38

前枠側 後枠側後枠側 前枠側

φ4.5穴加工×ｎ箇所

V溝30

θ/2 θ/2

30

E

切断加工
切断加工

φ4.5穴加工×ｎ箇所

V溝 30

θ/2θ/2

30

E

切断加工
切断加工

θ θ/2
寸法E

W24 W33
1936
1937
1938.5
1940.5
1943
1946.5
1950
1954.5
1959.5
1965.5
1972
1979
1986.5

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

0.5
1

1.5
2

2.5
3

3.5
4

4.5
5

5.5
6

6.5

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

7
7.5
8

8.5
9

9.5
10

10.5
11

11.5
12

12.5

2234
2235
2236.5
2239
2242
2246
2250.5
2255.5
2261.5
2268
2275.5
2283.5
2292.5

2532
2533
2535
2538
2541.5
2545.5
2550.5
2556.5
2563
2570.5
2579
2588
2598

2830
2831.5
2833.5
2836.5
2840.5
2845
2851
2857.5
2865
2873.5
2882.5
2893
2904

θ θ/2
寸法E

W27W24 W33
1995
2004
2013.5
2024
2035
2047
2060
2073.5
2087.5
2103
2119
2135.5

2302
2312.5
2323.5
2335.5
2348.5
2362.5
2377
2392.5
2409
2426.5
2445
2464.5

2609
2621
2633.5
2647.5
2662
2677.5
2694
2711.5
2730.5
2750
2771
2793.5

2916
2929.5
2943.5
2959
2975
2992.5
3011
3031
3052
3074
3097.5
3122

W30W27 W30

表5 中間用 側枠加工表
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後枠側

前枠側

・ 後枠側切詰めを施工の場合は【後枠】【屋根材】【前枠】【側枠】【側枠（異形用）】の加工が必要です。
・ ［左側切詰め］［右側切詰め］があります。部材の配置と形材の切断する向きを確認し、加工してください。

柱

前枠カバー

前枠 

屋根材 P18

梁

後枠 P20

後枠用 側枠 P21

前枠用 側枠 P21

中間用 側枠（異形用） P22

（１）前枠の端部を下図を参照して加工基準点からＰ.11で確認した【加工角度：θ】で斜めに切断加工してください。

θ

θ

1
4
.7

お願い

θ

　 全体配置確認

　 前枠の加工

加工基準点

加工基準点

右
側
切
詰
め

左
側
切
詰
め

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

後枠側

前枠側

後枠側

前枠側

θ

1
4
.7

θ
加工基準点

加工基準点

θ

3 部材の加工 （後枠側切詰め） 部材加工完了後は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」の
P.24「後枠の取付け」以降を参照してください。

【後枠側面台形】の
場合の作業です。後枠台形
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加工寸法：Ａ 加工寸法：Ａ
θ

θ

B×（2-1）+A×2

θ

B×（ｎ-1）+A×ｎ

B×（2-1）+A×2

B×（ｎ-1）+A×ｎ

θ

θ

θ

・
・
・
・

屋根材4枚目
屋根材3枚目
屋根材2枚目
屋根材1枚目

・
・
・
・

屋根材4枚目
屋根材3枚目
屋根材2枚目
屋根材1枚目

屋根材
切欠き加工

4mm

25
mm

・前枠側切詰めの場合、後枠側を屋根材1枚目として加工説明します。
・［左側切詰め］［右側切詰め］があります。部材の配置と形材の切断を
する向きを確認し、加工してください。

お願い

柱位置・屋根外寸の確認は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」を
参照してください。

　 屋根材の加工

　屋根材の加工手順
　（1）P.19の【表6 屋根材加工表】を参照し、P.11で求めた加工角度θに対応した「寸法A」「寸法B」を確認してください。

　（2）屋根材にケガキを入れてください。

屋根材1枚目

屋根材2枚目

屋根材ｎ枚目

次ページの
表6を参照
して下さい。

この値は屋根の枚数と対応します。
例）屋根材5枚目　B×4+A×5

θ

後枠側

前枠側

θ

後枠側

前枠側

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

°
加工角度θ

寸法A

寸法B

（3）屋根材を斜めに切断加工してください。
（4）斜め加工した屋根材フィン部の切欠き加工をしてください。
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表６ 屋根材加工表

加工角度
寸法A

２°
５

０

３°
７．５

０

１°
２．５

０寸法B

５°
13

０

６°
15.5

０

４°
10.5

０

８°
20.5

0.5

９°
23.5

0.5

７°
18

０

１０°
26

0.5

加工角度
寸法A

１２°
31.５
０.5

１３°
３４
０.5

１１°
２８．５
０.5寸法B

１５°
３９．５
０.5

１６°
４２．５
０.5

１４°
３７
０.5

１８°
４８
0.5

１９°
５１
0.5

１７°
４５
０.5

２０°
５３．５
0.5

加工角度
寸法A

2２°
59.５

1

2３°
62.5

1

2１°
56．５

1寸法B

2５°
69

1

2４°
65.5

1

加工角度20°で側面台形の屋根材を加工する場合例

屋根材1枚目

屋根材2枚目

屋根材3枚目

A:53.5

0.5×（2-1）+53.5×2＝107.5

0.5×（3-1）+53.5×3＝161.5

20°

20°

20°

加工角度
寸法A

20°
53.5

0.5寸法B
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　 後枠の加工
①Ｐ.6で確認した切詰め寸法Ｄで後枠を切断し、穴加工を行ってください。
②フィン部の切欠き加工をしてください。

D D

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

後枠側

前枠側

後枠側

前枠側

V溝 V溝

φ3.5穴加工（追加） φ3.5穴加工（追加）

フィン部切欠き加工 フィン部切欠き加工

14 14

切詰め寸法：D 切詰め寸法：D25 254 4

後枠 切欠き加工

4mm
25
mm
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【後枠側面台形】の
場合の作業です。後枠台形

●後枠用 側枠の加工
①側枠セットの側枠（後枠側）を、側面部150ｍｍと角度θ/2で切断加工してください。
②図を参照し端部から135ｍｍの位置にφ4.5穴加工をしてください。

●前枠用 側枠の加工
①側枠セットの側枠（前枠側）を、側面部140ｍｍと角度θ/2で切断加工してください。
②図を参照し端部から125ｍｍの位置にφ4.5穴加工をしてください。

φ４.5穴加工 φ４.5穴加工

θ/2θ/2

135 135

150 150

既存穴 V溝 既存穴V溝

φ４.5穴加工φ４.5穴加工 既存穴V溝 V溝既存穴

140 140

θ/2θ/2

125 125

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

切断加工 切断加工

切断加工 切断加工

4 側枠の加工 （後枠側切詰め） 側枠取付後は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」の
P.31～P.33を参照してください。

後枠側

前枠側

後枠側

前枠側

後枠用 側枠
（側枠セット）

中間用 側枠
（異形用側枠セット）

前枠用 側枠
（側枠セット）

中間用 側枠
（異形用側枠セット）

後枠用 側枠
（側枠セット）

前枠用 側枠
（側枠セット）
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●中間用 側枠の加工
①異形用側枠セットの側枠を、表7を参照して寸法Eと角度θ/2で切断加工してください。
②図を参照し両端部から30ｍｍの位置にφ4.5の孔加工をしてください。
③下記図を参照して屋根材2枚につき1個ネジ固定するピッチでφ4.5の孔加工をしてください。
④パッキンを異形用側枠に貼り付けてください。

端部穴加工
取付けネジ

③穴加工取付けネジ端部穴加工
取付けネジ

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

後枠 前枠
屋根材

θ θ/2
寸法E

W24 W33
1936
1937
1938.5
1940.5
1943
1946.5
1950
1954.5
1959.5
1965.5
1972
1979
1986.5

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

0.5
1

1.5
2

2.5
3

3.5
4

4.5
5

5.5
6

6.5

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

7
7.5
8

8.5
9

9.5
10

10.5
11

11.5
12

12.5

2234
2235
2236.5
2239
2242
2246
2250.5
2255.5
2261.5
2268
2275.5
2283.5
2292.5

2532
2533
2535
2538
2541.5
2545.5
2550.5
2556.5
2563
2570.5
2579
2588
2598

2830
2831.5
2833.5
2836.5
2840.5
2845
2851
2857.5
2865
2873.5
2882.5
2893
2904

θ θ/2
寸法E

W27W24 W33
1995
2004
2013.5
2024
2035
2047
2060
2073.5
2087.5
2103
2119
2135.5

2302
2312.5
2323.5
2335.5
2348.5
2362.5
2377
2392.5
2409
2426.5
2445
2464.5

2609
2621
2633.5
2647.5
2662
2677.5
2694
2711.5
2730.5
2750
2771
2793.5

2916
2929.5
2943.5
2959
2975
2992.5
3011
3031
3052
3074
3097.5
3122

W30W27 W30

表7 中間用 側枠加工表

後枠側 前枠側 前枠側 後枠側

切断加工

E

θ/2 θ/2
切断加工30 30V溝

φ4.5穴加工（追加） 切断加工

E

θ/2 θ/2
切断加工 30 30V溝

φ4.5穴加工（追加）

パッキン

パッキン貼付け面

異形用側枠
切詰め完了後は側枠の取付け
を行います。
P.38を確認してください。

側枠の取付け

P.38

屋根材2枚につき1個ネジ固定できるよう
現物合わせで穴加工してください。
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■ 各部の名称

後枠側隅切り
後枠側隅切り

前枠側隅切り
前枠側隅切り

前枠コーナー
キャップ

前枠カバー

柱

柱キャップ

前枠

梁

梁キャップ

後枠コーナー
キャップ

後枠

　隅切り

※１：側枠セットの側枠を加工
※２：異形用側枠セットの側枠を加工

※１：側枠セットの側枠を加工
※２：異形用側枠セットの側枠を加工

前枠用側枠
※1

中間用側枠
※2 後枠用側枠

※1

前枠コーナー
キャップ

前枠

前枠カバー

梁

柱

後枠

柱キャップ

梁キャップ

後枠コーナー
キャップ

前枠用側枠
※1

中間用側枠
※2

後枠用側枠
※1

後枠固定金具

後枠固定金具
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中間用 側枠（異形用）

後枠用 側枠

柱

柱位置・屋根外寸の確認は
【カーポートSC ミニ・レギュラー　基本・縦連棟 取付説明書（D643）】
を参照してください。

切詰め寸法Dの最大値

加工角度θの値

D

Ｃ

θ

D

Ｃ

θ

■ 施工制限（共通）

前枠用 側枠

W24/27/30

D

W33

L５０ L５7 L５０ L５7

７８５ ９３５ ５３５ ６８５

・前枠・後枠は切詰め寸法Dの最大値を超えて加工はできません。
・柱移動をした場合、移動した長さを差し引きした寸法になります。

・加工角度θの範囲は0～45°です。
・加工角度θの値を超えて加工はできません。
・後枠・前枠の斜め加工はできません。

前枠カバー

前枠

前枠側切詰め

後枠側切詰め

隅切り加工は、前枠または後枠を切詰めて屋根材を斜めに加工します。
下記の施工制限内容をお守りください。

お願い
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①P.6、8で求めた切詰め寸法：Dと、切詰め寸法：Cを使って、参照値：Pを求めてください。（小数点以下第4位まで）

②参照値Pより大きい値を表8に当てはめ、加工角度θを求めてください。

数値：Fと、切詰め寸法：Dで加工角度θが決まります。
計算方法と表を参照して施工する加工角度θを算出してください。

0.0175

0.0349

0.0524

0.0699

0.0875

0.1051

0.1228

0.1405

0.1584

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0.1763

0.1944

0.2126

0.2309

0.2493

0.2679

0.2867

0.3057

0.3249

10

11

12

13

14

15

16

17

18

0.3443

0.3640

0.3839

0.4040

0.4245

0.4452

0.4663

0.4877

0.5095

19

20

21

22

23

24

25

26

27

0.5317

0.5543

0.5774

0.6009

0.6249

0.6494

0.6745

0.7002

0.7265

28

29

30

31

32

33

34

35

36

0.7536

0.7813

0.8098

0.8391

0.8693

0.9004

0.9325

0.9657

1.0000

37

38

39

40

41

42

43

44

45

参照値：Pを求めるための計算方法

÷ ＝
切詰め寸法：D 参照値：P

前枠側切詰
後枠側切詰

切詰め寸法：C －145
切詰め寸法：C －154

数値：F

参照値
P

加工角度
θ

参照値
P

加工角度
θ

参照値
P

加工角度
θ

参照値
P

加工角度
θ

参照値
P

加工角度
θ

2 加工角度確認

表8 加工角度表

0.5317

0.5543

0.5774

0.6009

28

29

30

31

32

参照値
P

加工角度
θ

加工角度θ ＝ 30°

÷ ＝
切詰め寸法：D 参照値：P

850 ー 145 0.5673400

数値：F

前枠を400mm、Cを850mm切詰めた場合の加工角度θの求め方

参照値
「0.5673」
に近い値

例

※参照値に近い値の中でも大きいほうの値を選択してください。
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・ 前枠側切詰めの場合、前枠側を屋根材1枚目として加工説明します。
・ ［左側切詰め］［右側切詰め］があります。部材の配置と形材の切断する向きを確認し、加工してください。

●切詰め寸法Cから屋根材加工枚数の確認
Ｗ方向の切詰め寸法 Ｃ を左表に当てはめ、
加工が必要な屋根材の枚数を確認してください。

お願い

・ 前枠側切詰めを施工の場合は【前枠カバー】【前枠】【屋根材】【側枠】【側枠（異形用）】の加工が必要です。
・ ［左側切詰め］［右側切詰め］があります。部材の配置と形材の切断する向きを確認し、加工してください。

お願い

前枠用 側枠 P30

中間用 側枠（異形用）
P31

右
側
切
詰
め

左
側
切
詰
め

前枠カバー P29 
前枠 P29 

後枠
柱
梁

屋根材 P26

　 全体配置確認

　 屋根材の加工

後枠側

前枠側

後枠用 側枠 P30

3 部材の加工 （前枠側切詰め） 部材加工完了後は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」の
P.24「後枠の取付け」以降を参照してください。

【前枠側隅切り】の
場合の作業です。前枠側隅切り

寸法C 屋根材
加工枚数

1枚

2枚

3枚

4枚

5枚

6枚

7枚

8枚

9枚

10枚

11枚

寸法C 屋根材
加工枚数

1804～1954

1954～2104

2104～2254

2254～2404

2404～2554

2554～2704

2704～2854

2854～3004

12枚

13枚

14枚

15枚

16枚

17枚

18枚

19枚

154～304

304～454

454～604

604～754

754～904

904～1054

1054～1204

1204～1354

1354～1504

1504～1654

1654～1804
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屋根材1枚目

屋根材2枚目

屋根材ｎ枚目

切詰め寸法 D
A

θ

θ

A

θ

A

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

後枠側

前枠側

後枠側

前枠側

θ

D D

θ

　屋根材の加工手順
　（1）P.28の【表9 屋根材加工表】を参照し、P.25で求めた加工角度θに
　　　対応した「寸法A」「寸法B」を確認してください。

　（2）屋根材にケガキを入れてください。

・
・
・
・
・

屋根材4枚目
屋根材3枚目
屋根材2枚目
屋根材1枚目

・
・
・
・
・

屋根材4枚目
屋根材3枚目
屋根材2枚目
屋根材1枚目

切詰め寸法 D
A

θ

θ

A

θ

A

加工角度θ

寸法A

寸法B

°

次ページの
表9を参照
して下さい。

この値は屋根の枚数と対応します。
例）屋根材5枚目　D-4×（A+B）

D-（ｎ-1）×（A+B） D-（ｎ-1）×（A+B）

D-（2-1）×（A+B）D-（2-1）×（A+B）

（3）屋根材を斜めに切断加工してください。
（4）斜め加工した屋根材フィン部の切欠き加工をしてください。

25
mm

4mm

切欠き加工
屋根材
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加工角度20°、Ｄ寸法400ｍｍで隅切りの屋根材を加工する場合例

屋根材2枚目

屋根材1枚目

屋根材3枚目

20°

53.5

20°

20°
400

53.5

53.5

2.5

5

7.5

10.5

13

15.5

18

20.5

23.5

26

28.5

31.5

寸法A

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

寸法B

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

加工角度
θ

34

37

39.5

42.5

45

48

51

53.5

56.5

59.5

62.5

65.5

寸法A

0

0

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

寸法B

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

加工角度
θ

69

72

75

78.5

82

85

88.5

92

96

99.5

103.5

107

寸法A

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

寸法B

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

加工角度
θ

111

115.5

119.5

124

128.5

133

137.5

142.5

147.5

寸法A

1

1

1

1

1

1

1

1

1

寸法B

37

38

39

40

41

42

43

44

45

加工角度
θ

53.5

寸法A

0.5

寸法B

20

加工角度
θ

表9  屋根材加工表

400-（2-1）×（53.5+0.5）＝346

400-（3-1）×（53.5+0.5）＝292
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　 前枠・前枠カバーの加工

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

①P.6、8で確認した切詰め寸法Dで、前枠・前枠カバーを切断し、穴加工をしてください。

D

1
5

1
5

D

30

切詰め寸法：D

切詰め寸法：D

47.5 47.5

47.5

φ3.5穴加工
（追加）

φ3.5穴加工
（追加）

V溝 V溝

切詰め寸法：D

φ4.5穴加工
（追加）

φ4.5穴加工
（追加） 47.5

切詰め寸法：D

●前枠

●前枠カバー

後枠側

前枠側

後枠側

前枠側
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中間用 側枠
（異形用側枠セット）

後枠用 側枠
（側枠セット）

前枠用 側枠
（側枠セット）

中間用 側枠
（異形用側枠セット）

後枠用 側枠
（側枠セット）

前枠用 側枠
（側枠セット）

●後枠用 側枠の加工
①図を参照して『測定寸法：E』を確認してください。
②側枠セットの側枠（後枠側）を、側面部長さ『測定寸法：E+116.4ｍｍ』と角度θ/2で切断加工してください。
③斜め加工面から20～40ｍｍの位置にφ4.5穴加工をしてください。

4 側枠の加工 （前枠側切詰め）

後枠側

前枠側

後枠側

前枠側

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

側枠取付後は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」の
P.31～P.33を参照してください。

【前枠側隅切り】の
場合の作業です。前枠側隅切り

D644_201709A

●前枠用 側枠の加工
①側枠セットの側枠（前枠側）を側面部140ｍｍと角度θ/2で切断加工してください。
②図を参照し端部から125ｍｍの位置にφ4.5穴加工をしてください。

140

125

θ/2

φ4.5穴加工 既存穴 既存穴

140

θ/2

φ4.5穴加工

125            

切断加工 切断加工

測定寸法：E+116.4
20～40ｍｍV溝既存穴

φ4.5穴加工（追加） θ/2
切断加工

後枠側 前枠側
測定寸法：E+116.4

20～40ｍｍ V溝 既存穴

φ4.5穴加工（追加）θ/2
切断加工

後枠側前枠側

屋根材加工箇所

116.4 測定寸法：E

測定寸法：E 屋根材加工箇所

116.4測定寸法：E

測定寸法：E
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●中間用 側枠の加工
①図を参照して組み立てた屋根の『測定寸法：B』を確認してください。
②異形用側枠セットの側枠を、寸法Ｂと角度θ/2で切断加工してください。
③図を参照し両端部から30ｍｍの位置にφ4.5の穴加工をしてください。
④下記図を参照して屋根材2枚につき1個ネジ固定するピッチでφ4.5の穴加工をしてください。
⑤パッキンを異形用側枠に貼り付けてください。

パッキン

パッキン貼付け面

異形用側枠

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

③穴加工取付けネジ端部穴加工取付けネジ 端部穴加工取付けネジ

後枠側 前枠側 前枠側 後枠側

30 30

θ/2 θ/2

測定寸法：B

V溝

Φ4.5穴加工
切断加工

切断加工 30 30

θ/2 θ/2

測定寸法：B

V溝

Φ4.5穴加工

切断加工

切断加工

切詰め完了後は側枠の取付け
を行います。
P.38を確認してください。

側枠の取付け

P.38

測定寸
法：B

測定寸法：B

屋根材2枚につき1個ネジ固定できるよう
現物合わせで穴加工してください。
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・ 後枠側切詰めの場合、後枠側を屋根材1枚目として加工説明します。
・ ［左側切詰め］［右側切詰め］があります。部材の配置と形材の切断する向きを確認し、加工してください。

●切詰め寸法Cから屋根材加工枚数の確認
Ｗ方向の切詰め寸法 Ｃ を左表に当てはめ、
加工が必要な屋根材の枚数を確認してください。

お願い

・ 後枠側切詰めを施工の場合は【後枠】【屋根材】【側枠】【側枠（異形用）】の加工が必要です。
・ ［左側切詰め］［右側切詰め］があります。部材の配置と形材の切断する向きを確認し、加工してください。

お願い

寸法C 屋根材
加工枚数

1枚

2枚

3枚

4枚

5枚

6枚

7枚

8枚

9枚

10枚

11枚

寸法C 屋根材
加工枚数

1804～1954

1954～2104

2104～2254

2254～2404

2404～2554

2554～2704

2704～2854

2854～3004

12枚

13枚

14枚

15枚

16枚

17枚

18枚

19枚

154～304

304～454

454～604

604～754

754～904

904～1054

1054～1204

1204～1354

1354～1504

1504～1654

1654～1804

　 全体配置確認

　 屋根材の加工

梁 後枠

前枠用 側枠

前枠カバー
前枠

P36

中間用 側枠（異形用）
P37

後枠用 側枠 P36

柱

屋根材 P32

右
側
切
詰
め

左
側
切
詰
め

3 部材の加工 （後枠側切詰め） 部材加工完了後は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」の
P.24「後枠の取付け」以降を参照してください。

【後枠側隅切り】の
場合の作業です。後枠側隅切り

前枠側

後枠側
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後枠側

前枠側

後枠側

前枠側

屋根材1枚目
屋根材2枚目
屋根材3枚目
屋根材4枚目

・
・
・
・
・
・

屋根材1枚目
屋根材2枚目
屋根材3枚目
屋根材4枚目

・
・
・
・
・
・

θθ

D D

屋根材1枚目

屋根材2枚目

屋根材ｎ枚目

D-A×2+B×(2-1)

D-A×ｎ+B×(ｎ-1) D-A×ｎ+B×(ｎ-1)

D-A×2+B×(2-1)

θ

θ

θ

θ

θ

θ

A A

A

D D

A

A A

加工角度θ

寸法A

寸法B

°

　屋根材の加工手順
　（1）P.34の【表10 屋根材加工表】を参照し、P.25で求めた加工角度θに対応した
　　　「寸法A」「寸法B」を確認してください。

　（2）屋根材にケガキを入れてください。

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

（３）屋根材を斜めに切断加工してください。

（４）斜め加工した屋根材フィン部の切欠き加工をしてください。

屋根材
切欠き加工

4mm

25
mm

次ページの
表10を参照
して下さい。

この値は屋根の枚数と対応します。
例）屋根材5枚目　D-A×5+B×4
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例

屋根材3枚目

表10 屋根材加工表

53.5

20°

2.5

5

7.5

10.5

13

15.5

18

20.5

23.5

26

28.5

31.5

寸法A

0

0

0

0

0

0

0

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

寸法B

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

加工角度
θ

34

37

39.5

42.5

45

48

51

53.5

56.5

59.5

62.5

65.5

寸法A

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1

1

1

1

寸法B

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

加工角度
θ

69

72

75

78.5

82

85

88.5

92

96

99.5

103.5

107

寸法A

1

1

1

1

1

1

1

1

1.5

1.5

1.5

1.5

寸法B

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

加工角度
θ

111

115.5

119.5

124

128.5

133

137.5

142.5

147.5

寸法A

1.5

1.5

1.5

1.5

2

2

2

2

2

寸法B

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

加工角度
θ

屋根材2枚目

屋根材1枚目

20°

20°

加工角度20°、Ｄ寸法400ｍｍで隅切りの屋根材を加工する場合

400-53.5×2-0.5×(2-1)＝292.5

400-53.5×3-0.5×(3-1)＝238.5

53.5

53.5

400

53.5

寸法A

0.5

寸法B

20

加工角度
θ

－ 34 －



D644_201709A

　 後枠の加工
①Ｐ.8で確認した切詰め寸法Ｄで後枠を切断し、穴加工をしてください。
②フィン部の切欠き加工をしてください。

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

後枠側

前枠側

後枠側

前枠側

D D

V溝 V溝

φ3.5穴加工（追加） φ3.5穴加工（追加）

フィン部切欠き加工 フィン部切欠き加工

14 14

切詰め寸法：D 切詰め寸法：D25 254 4

後枠 切欠き加工

4mm
25
mm
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●前枠用 側枠の加工
①図を参照して『測定寸法：E』を確認してください。
②側枠セットの側枠（前枠側）を、側面部長さ『測定寸法：E-5.0mm』と角度θ/2で切断加工してください。
③斜め加工面から20～40ｍｍの位置にφ4.5穴加工をしてください。

4 側枠の加工 （後枠側切詰め） 側枠取付後は、
「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」の
P.31～P.33を参照してください。

【後枠側隅切り】の
場合の作業です。後枠側隅切り

中間用 側枠
（異形用側枠セット）

後枠用 側枠
（側枠セット）

前枠用 側枠
（側枠セット）

中間用 側枠
（異形用側枠セット）

後枠用 側枠
（側枠セット）

前枠用 側枠
（側枠セット）

後枠側 後枠側

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

前枠側 前枠側

●後枠用 側枠の加工
①側枠セットの側枠（後枠側）を、側面部150ｍｍと角度θ/2で切断加工してください。
②図を参照し端部から135ｍｍの位置にφ4.5穴加工をしてください。

φ４.5穴加工 φ４.5穴加工

θ/2θ/2

135 135

150 150

既存穴 V溝 既存穴V溝切断加工 切断加工

後枠側 前枠側 前枠側 後枠側

測定寸法：E-5.0mm
V溝20～40ｍｍ 既存穴

φ4.5穴加工（追加）
切断加工

θ/2

測定寸法：E-5.0mm
V溝 20～40ｍｍ既存穴

φ4.5穴加工（追加）
切断加工

θ/2

測定寸法：E

測定寸法：E

測定寸法：E

測定寸法：E
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●中間用 側枠の加工
①図を参照して組み立てた屋根の『測定寸法：G』を確認してください。
②異形用側枠セットの側枠を、寸法Gと角度θ/2で切断加工してください。
③図を参照し両端部から30ｍｍの位置にφ4.5の穴加工をしてください。
④下記図を参照して屋根材2枚につき1個ネジ固定するピッチでφ4.5の穴加工をしてください。
⑤パッキンを異形用側枠に貼り付けてください。

［左側切詰め］の場合 ［右側切詰め］の場合

後枠側 前枠側 前枠側 後枠側

③穴加工取付けネジ端部穴加工取付けネジ 端部穴加工取付けネジ

切断加工 測定寸法G

θ/2 θ/2
切断加工30 30V溝

φ4.5穴加工（追加）
切断加工測定寸法G

θ/2 θ/2
切断加工 30 30V溝

φ4.5穴加工（追加）

パッキン

パッキン貼付け面

異形用側枠

切詰め完了後は側枠の取付け
を行います。
P.38を確認してください。

側枠の取付け

P.38

屋根材2枚につき1個ネジ固定できるよう
現物合わせで穴加工してください。

測定寸法：G 測定寸
法：G
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前枠

後枠
水下ブロック
（本体同梱品）

前枠用側枠

前枠用側枠

中間用側枠

後枠用側枠

中間用側枠

後枠用側枠

屋根材

①水下ブロック（本体同梱品）と一緒に後枠用側枠を【2-1】または
屋根組立部品セット【9-2】で取付けてください。
②中間用側枠、前枠用側枠を【2-1】または屋根組立部品セット【9-2】で
取付けてください。
③後枠固定金具を後枠端部から50ｍｍ程度の位置に【2-1】で取付けてください。
中間用側枠と干渉する場合は、干渉しない位置に取付けてください。

【2-1】φ4×13
ナベドリルネジ
止水ワッシャー付

側枠の取付けとシーリング
5 側枠の取付けとシーリング 本体取付説明書を併せて参照してください。

「ＳＣ ミニ・レギュラー 基本・縦連棟（D643）」

5050

後枠固定金具

D644_201709A
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